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S-520 型観測ロケットは宇宙科学研究所が

開発した直径 520mm の単段式ロケットであり、

打上げ時の重量約 2,100kg、高度約 300km に到

達する能力を有している。この観測ロケットは

天体物理学の観測、上層大気の研究、宇宙プラ

ズマ物理学、宇宙環境利用[1]等の宇宙科学研

究に貢献している。 

微小重力環境利用実験を目的とした

S-520-28 号機が平成 24 年 12 月 17 日に JAXA

内之浦宇宙空間観測所から打ち上げられた。ロ

ケットの飛翔および搭載機器の動作は正常で、

実験が計画通り終了した。本実験では、約 7

分間の微小重力環境を利用して結晶化の最初

の段階である核形成に関する以下の 2 つの実

験を実施した（図 1）。①宇宙ダストの核形成

再現実験：宇宙空間を模した 3つの小型チャン

バー内でそれぞれ鉄と酸化タングステンの蒸

気を噴出し、そこからナノサイズの固体微粒子

が形成される過程を 2 波長干渉計等により測

定した。核生成理論を用いて宇宙ダストの種類、

数密度、サイズを推定する際にもっとも大きな

不定性を与えている吸着係数と表面自由エネ

ルギーの二つの物理定数を精度よく決定する

ことを目指す[2]。②炭酸カルシウム結晶の均

質核形成メカニズムの研究：炭酸イオンとカル

シウムイオンを含む異なる濃度の水溶液から

生成した結晶核による光散乱強度と溶液イン

ピーダンスの連続測定を行うことで、広範囲な

濃度範囲での核形成メカニズムを決定する。こ

の実験は空気中の二酸化炭素を削減するため

に地中に炭酸カルシウム結晶として効率よく

固定・貯留する技術に関する研究につなげる。 

本発表では、S-520-28 号機での実験概要と

今後の宇宙環境実験における観測ロケット利

用の有用性について報告する。 
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図1. S-520-28号機を用いた微小重力環境での

核形成実験 
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